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　今回は、中世の伊賀の文学や人の交流についてお
話したいと思います。
　天正９（1581）年の天正伊賀の乱で伊賀は焦土と化
したという大きな出来事があり、私たちはそれ以前
の歴史を忘れてしまっているのかもしれません。し
かし、中世の伊賀では文化的に着目すべき、人の交
流があり、伊賀は都人にとって憧れの地だったので
はないかと思います。
　伊賀線に乗って、市部駅まで行くと、田んぼの中
にこんもりとした森があります。この森は垂

たれ
園
その
森
もり
と

いって、清少納言の『枕草子』に日本の代表的な美
しい森のひとつとして記載されています。垂園森は
歌枕として、その時代の人々からは歌を詠むには浪
漫をかき立てられるところだったようです。
　また、種生には草

そう
蒿
こう
寺
じ
跡という兼好法師ゆかりの

地があります。この時代、和歌が上手だった四天王
と呼ばれる人たちがいました。そのうちの２人が伊
賀に住んだという伝説が残っていて、１人は兼好法

師で、もう１人は頓
とん
阿
あ
という人です。

　頓阿には、伊賀で『十
じゅう
楽
らく
庵
あん
記
き
』という書物を書い

たという伝説があります。四天王と親しかった僧侶
が長田の射手神社にあったお寺に居て、頓阿は彼と
交友があったことから伊賀に来たと言われており、
伊賀は都人にとって、とても魅力があったのだろう
と思います。
　江戸時代になると、種生の常楽寺に京都の学者が兼好
法師を描いた掛け軸などを寄進しました。そんなことか
ら江戸時代になって、また伊賀は文学を育む、とても素
晴らしいところだという憧れが広がったようです。
　伊賀はいろいろな人が往来し、交流したところで、
文化度の高い地域だったようです。伊賀は現在の日
本文化の柱の１つとなり、日本文化のゆりかごとなっ
た地であったと思うのです。
　伊賀の文化は誇るべきもの。そして、その伝統を
大事にしていく務めが私たちにはあるのだろうと思
います。　　　　　　　　　（伊賀市長　岡本　栄）

ー伊賀は都人の浪漫の地ー

市長の伊賀じまん

▲種生にある草蒿寺跡の石碑
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跡

　
城
之
越
遺
跡
は
、
木
津
川
右
岸
の
丘
陵

付
近
の
平
地
に
広
が
る
遺
跡
で
す
。
こ
の

遺
跡
を
代
表
す
る
遺い

構こ
う
（
昔
の
人
々
が
残

し
た
痕
跡
）
と
し
て
大お

お
溝み

ぞ
が
上
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
平
成
３
年
（
１
９
９
１
）

の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
見
つ
か
っ
た
古
墳

時
代
前
期
の
も
の
で
す
。
大
溝
は
、
３
カ

所
の
井い

泉せ
ん
（
穴
を
掘
っ
て
水
を
湧
き
出
さ

せ
た
場
所
）
の
水
を
源
流
と
し
た
３
本
の

流
路
か
ら
な
り
、
こ
れ
ら
の
流
路
が
ひ
と

つ
に
合
流
し
て
下
流
へ
と
伸
び
て
い
ま

す
。
合
流
点
ま
で
の
溝
斜
面
の
多
く
に
石

が
貼
り
つ
け
て
あ
り
、
合
流
点
に
は
立り

っ
石せ

き

や
溝
に
降
り
る
た
め
の
階
段
状
の
石
組
み

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
流
路
か
ら
は
、
土

器
や
木
製
品
が
多
量
に
出
土
し
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
土
器
は
土は

師じ

器き

（
素
焼
き
の
器
）

の
小
型
壺
と
高た

か
杯つ

き
（
器
に
脚
を
付
け
た
も

の
）
が
大
半
を
占
め
、
壺
の
中
に
は
下
部

に
穴
を
開
け
た
も
の
も
見
ら
れ
ま
す
。
出

土
し
た
木
製
品
は
、
剣け

ん

形が
た
や
案つ

く
えと
い
っ
た

祭
儀
用
の
も
の
が
含
ま
れ
ま
す
が
、
他
の

遺
跡
で
多
く
出
土
す
る
木
製
農
耕
具
は
大

溝
で
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
出

土
遺
物
の
内
容
な
ど
か
ら
、
溝
周
辺
に
お

い
て
祭
祀
が
執
り
行
わ
れ
、
そ
の
道
具
が

溝
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、
大
溝
の
石
貼
り
や
立
石
は
、
後
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の
庭
園
に
つ
な
が
る
造
形
美
と
技
術
を
示

す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
大
溝

を
西
に
望
む
場
所
に
建
物
跡
が
２
棟
見
つ

か
っ
て
い
て
、
大
溝
の
祭
祀
に
か
か
わ
る

祭
儀
用
の
建
物
と
も
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
城
之
越
遺
跡
は
平
成
４
年
（
１
９
９
２
）

に
三
重
県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
さ
ら
に
、
大
溝
の
部
分
に
つ
い
て
は

平
成
５
年
（
１
９
９
３
）
に
国
の
名
勝
及

び
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
城

之
越
遺
跡
は
歴
史
公
園
と
し
て
整
備
さ

れ
、
特
に
大
溝
は
国
内
で
は
珍
し
い
貼
り

石
や
立
石
な
ど
本
物
の
遺
構
を
整
備
し
、

現
地
に
露
出
し
て
展
示
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
城
之
越
遺
跡
学
習
館
で
は
、

出
土
遺
物
の
展
示
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す

の
で
ぜ
ひ
実
物
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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０ ▲大溝の実物展示
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▼垂園森


